
【特記事項・図面・その他】

雑音除去システムおよび雑音除去方法

【効果】

各種の観測信号から雑音（ノイズ）を除去す

る雑音除去システムおよび雑音除去方法、と

りわけ、ステレオ音声信号などの狭帯域信号

から広帯域雑音を除去するために好適に用い

られる雑音除去システムおよび雑音除去方法

を提供することができる。

【利用分野・適用製品】

携帯電話、通信処理、音声認識処理、レー

ダーから送られるデータの解析処理、脳波

や心電図の測定処理。
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１，１′ 雑音除去システム
２ 入力部
２ａ チャンネル
３ 出力部
３ａ チャンネル
１０，１０′ 信号前処理部
１２ 雑音除去部
１２ａ 特異値分解ユニ
ット
１４ 振幅調整部
１４ａ 振幅増減器
１５，１６ 遅延器
１７，１８ 前進器
２０ 適応信号強調部
２０ａ 適応フィルター
２０ｂ 遅延器
２１ 振幅調整部
２１ａ 振幅増減器
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【目的】

ステレオ音声信号などの狭帯域信号から広帯

域雑音を効果的に除去することができる、雑

音除去システムおよび雑音除去方法の提供。

【技術概要】
複数の観測信号を入力するための複数のチャンネルを

有する入力部と、入力部の複数のチャンネルを介して入

力された複数の観測信号から雑音を除去するよう信号

前処理を施す信号前処理部と、信号前処理部から出力さ

れた複数の信号を強調する適応フィルター処理を施す

適応信号強調部と、適応信号強調部からの複数の信号を

出力するための複数のチャンネルを有する出力部とを

備える。観測信号ｘ↓ｉ（ｋ）が入力部のＭ個のチャン

ネルを介して信号前処理部に時系列的に順次入力され

ると、互いにカスケード接続された特異値分解ユニット

を有する信号前処理部において、観測信号ｘ↓ｉ（ｋ）

から雑音を除去するよう信号前処理が施される。信号前

処理が施されたＭ個の信号ｙ↓ｉ（ｋ）は適応信号強調

部に入力され、適応信号強調部において、信号ｙ↓ｉ（ｋ）

を強調するよう適応フィルター処理が施され、最終的な

雑音除去後の信号ｓ↓ｉ（ｋ）を出力される。


